
労働安全衛生法が改正されます 
～平成26年中から平成28年6月までの間に順次施行～ 

 化学物質による健康被害が問題となった胆管がん事案の発生や、精神障害を原因とする労災認定

件数の増加など、最近の社会情勢の変化や労働災害の動向に即応し、労働者の安全と健康の確保対

策を一層充実するため、「労働安全衛生法の一部を改正する法律」（平成26年法律第82号）が平

成26年６月25日に公布されました。 

 改正項目は７項目あり、項目ごとに施行時期が異なりますので、ご留意下さい。 

化学物質について 
リスクアセスメントの実施が義務となります 

■施行日 平成28年６月までに施行される予定（今後政令で規定）  

○一定の危険性・有害性が確認されている化学物質※１による危険性又は 
 有害性等の調査（リスクアセスメント）の実施※２が事業者の義務とな 
 ります。 
  ※１ 労働安全衛生法第57条の２及び同法施行令第18条の２に基づき、安全データシート(SDS)の交付義 
     務対象である640物質。 

  ※２ リスクアセスメントの実施時期については、新規に化学物質を採用する際や作業手順を変更する時な 
     ど、従来の労働安全衛生法第28条の2に基づくリスクアセスメントの実施時期を基本に、今後省令で 
     定める予定。 

○事業者には、リスクアセスメントの結果に基づき、労働安全衛生法令 
 の措置を講じる義務※３があるほか、労働者の危険又は健康障害を防止 
 するために必要な措置を講じることが努力義務※４となります。 
  ※３ リスクアセスメントの結果に基づく措置は、労働安全衛生法に基づく労働安全衛生規則や特定化学物   
     質障害予防規則等の特別規則に規定がある場合は、当該規定に基づく措置を講じることが必要。 

  ※４ 法令に規定がない場合は、結果を踏まえた事業者の判断により、必要な措置を講じることが努力義務。 

○上記の化学物質を製造し、又は取り扱う全ての事業者が対象です。 
  ※ リスクアセスメントの具体的な実施時期、実施方法等は、今後省令、指針で定める予定。 

化学物質のリスクアセスメントには、実施支援ツール 
「化学物質リスク簡易評価法」（コントロール・バンディング） 

をご活用ください！ 

○「コントロール・バンディング」は、以下のウェブサイトから無料で利用できます。 
 http://anzeninfo.mhlw.go.jp/ras/user/anzen/kag/ras_start.html 

○使用されている化学物質の安全データシート（SDS）をお手元にご用意いただければ、 
 化学物質に詳しくない方でも、簡単にリスクアセスメントが実施できます。 
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